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〔カティワラ―フィリピンのはだしの医者―〕
文部省選定　第20回日本産業映画コンクール日本産業映画賞

医師が不足し貧困と闘うアジアの大半の地域では、栄養失調をなく
し、結核や寄生虫などの伝染病を予防し、飲料水・便所などの環境
改善を進めたり、身近な薬草などを活用することで、随分病気をな
くすことができる。民衆を助けて基礎的な医療を実践しているのが、
この映画で紹介する「カティワラ」である。フィリピン、ミンダナ
オ島のカティワラたちの地道で熱意のこもった活動を紹介する。

フィリピンのミンダナオ島、ダバオ市のスラムでは、十数年前カト
リック系の教会と開業医のボランティアが協力して、ここに無料診
療所を初めてつくった。その頃のスラムは、荒廃した農村からの避
難民の流入で人口はふくれあがり、人々は栄養失調で、伝染病が猛
威をふるっていた。やがて住民の間に医療協同組合が生まれ、主に
40歳代の母たちが、ダバオ市のメディカル・スクールで講習をうけ、
医者を助ける医療補助医となった。その中に地方の伝統的な産婆で
薬草にくわしい治療師でもあったマメルタがいた。マメルタはヘル
ス・ワーカーとして新しい医療知識も身につけて村へ帰って献身的
な働きをする。迎えがあると彼女は、夜の夜中でも患者の所へ出か
けて行く。彼女は馬に乗ってどこへでも出掛けていく。家には、村
人のために様々な薬草を貯えてある。それを山から取ってきてくれ
るのは夫だった。夜になると、その日の診療の記録を幼い養女に書
き取らせている。この子はやがて母の跡を継いでくれるだろう。
　医者がいない農村では、マメルタのように村に住み、献身的に働
くカティワラをこそ、村人は望んでいる。「カティワラ」とは、タ
ガログ語で「支える人」という意味だ。それはマメルタのように村
人の健康を支えて働く、民衆が生んだボランティアなのだ。


